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皆さまへの ごあいさつ

多くの皆さまのご支援とご協力を賜わり、市議会に

送っていただいてからの私の市議会活動は、早いも

ので 1年となりました。

振り返ってみますと、昨年 6月 定例会では「乳幼児

医療費助成は、入院費について小学校 6年生まで拡大

(実施は10月 より)」 となり、私の公約が一歩前進しま

した。しかし、お年寄りが、入院を続けながらリハビリ

を受けたくても、ベッドを空けるために退院を迫られた

り、特別養護老人ホームに入所を申し込んでも待機者

が多いために入所できなかったりして、家族の負担が

大変になっている状況は改善されていません。

少しずつですが寄せられる地域の団体や市民のみ

なさんからの要望や意見をお伺いして調査をし、私は、

所管の課に要望したり、常任委員会などで質問したり

してきました。中には要望した土木工事が実施された

ものもありました。また、市民の皆さまのご意見により

これまでの事業が見直されることもありました。

今 3月 定例会では、今後の事業内容や平成22年

度の予算付けが示されました。その中には、昨年の

衆議院選挙での政権交代による「子ども手当支給事

業」などの新規事業がある一方で、国の税収の落ち

込みにより市が計画していた学校耐震化の事業の一

部が先送りされるなどの影響が出ています。

私は、皆さまの声に耳をかたむけ、皆さまの代弁

者として、「いのちとくらしを大切に、活力ある富山

市を」つくるという初心を忘れずに、誠心誠意努力

する所存です。市民の皆さま、どうかよろしくお願い

申し上げます。

老田小学校改築事業 平成22年度予算付けなし

実施設計を終えている老田小学校改築事業につい

ては、国の学校建設費の縮減により、平成22年度の

予算付けは見送られ、平成23年度以降の事業となった。

呉羽ハイツの地すべりについて

敷地内での地すべり(2月 11日 )については、地質
調査と応急工事は 3月から開始され、恒久工事は、県・

市・呉羽ハイツ・業者による対策会議で協議される。

呉羽梨選果整備事業について

呉羽梨のブランドカを強化し果樹の生産振興を図る

ために、総事業費約 9億円の内、約 9千万円が市の
一般財源から支出されることとなった。
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■ ■|【 市議会3月定例会オJ石あつし一般質問(本会議)】|■■
質問項目 (3月 11日 一般質問)

1 緊急雇用対策について (2頁 )

2 お年寄りや障害者にやさしいまちづくりに
ついて (3頁 )

緊 急 雇 用 対 策 に つ い て
失業率は、平成22年度中は 5%台前半で高止まり
する可能性が高く、失業率が明確に低下し始めるのは

平成 23年 度に入ってからと予想されていることから、

私は、緊急雇用対策について質問しました。

歴1「緊急雇用創出事業」全体の中で、臨時職員とし

て富山市が直接雇用している事例は、実際にあるので

しようか、お聞かせください。

答 新年度においては、「緊急雇用創出事業」全体の

中で、富山市が臨時職員として直接雇用する事例とし

て、(1)生活保護の補助事務、(2)予 防接種の相談窓口

業務、(3)安全・安心な学校給食の調理支援業務など、

19事業で69人の新規雇用を図ることとしている。また、

21年度から23年度までの 3ヵ年では、192人の新規雇用

を見込んでいる。

匿1平成22年 4月 1日 から雇用保険の適用範囲が拡

大されることから、「緊急雇用創出事業」の委託先の事

業主に対し、周知する必要があると考えるがどうか。

答 国においては、現下の厳しい雇用情勢を踏まえ、

現在の雇用保険の適用基準である「 6カ 月以上雇用

見込み」を、本年 4月 1日 から「31日 以上雇用見込み」

に緩和すること等を内容とする雇用保険法等改正案

を提出され、現在、審議されている。

本市の「緊急雇用創出事業」においては、これまで

3 富山駅周辺地区土地区画整理事業について (2・ 3頁 )
4 富山大和跡地再開発について (4頁 )
5 仕事と生活の調和 (ワーク・ライフ・バランス)の実現に
ついて (※紙面の都合 11割愛させていただきます )

も6カ 月以上雇用される方に対しては雇用保険を適

用しており、今後、改正案が成立すれば、事業担当

課にこの趣旨を十分に伝え、委託事業主との契約

時に雇用保険の加入が漏れなく行われるよう、周知

する考えである。

平成 21022年度 緊 急 雇 用 創 出 事 業 及 び
ふるさと雇用再生特別交付金事業 について

富山市は、富山駅周辺地区土地区画整理事業の一環

として、平成23年度からは富山駅南口広場整備に着手する

ことから、富山ステーションデパートを取り壊す予定と聞い

ています。ステーションデパートの中には、富山駅特選館

として飲食店 8店、銘菓・食料品店47店、構内店3店の

合計58店があり、約170人が働いています。

私は、仮店舗の建設について質問しました。

轟1富 山駅南日仮駅合の近くに仮店舗を建設し、新しい

駅舎ができるまで営業を続けることができるよう配慮してはど

うか。

答 Jヒ陸新幹線開業時までに、富山駅南日広場を完成

するためには、その開業時の約 2年前までに富山駅ビル

の取り壊しを終える必要があることから、富山駅ビル内の

テナントには、平成24年度の初め頃までに、移転していた

だく予定としている。

富山駅ビル内の商業施設は、仮店舗の設置も含めて本
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お年寄り引障害者にやさしいまちづくりについて
富山市高齢者総合福祉プランでは、「安心・安全を

実感できる、人にやさしい生活環境づくりとして、バリア

フリーのまちづくり、ユニバーサルデザインを意識した

生活空間づくりを推進します」としています。杖や歩行

器、車イスなどを利用しないと生活の中で必要な外出

時の移動が困難な皆さんは、「日常的な外出の困りごと」

として、「交通機関が利用できない」と答えています。

また、外出を増やしたいものとしては、「遠出の行楽」「外

食・映画 0ショッピング」としていることから、環状線

の電停の整備などを求めました。

口 環状線す
べてのlt停で、 11いすでの利用ができ

るよう、:;ト ロi的に整

備してはどうでしょう

か。また、宮 ||1駅 |〕『

とりitり it前 |じ千:二をl:Lttt

に整備する必要があ

ると考えるがどうか。

答 既存lt停 を :|:

いすの乗降を :ザ 能

にするためには、

(1)既存電停の拡幅が必要であり、現状の道路幅 11を狭

めることとなるため、道路管ЛI者の同意が必要である。

(′ )電停拡幅や道路改良に伴い交通管Jlll#や地元イli民

との協議が必要である一 等のi果題があり、施設を保イ∫

し、電嗜1を運行する宮山地方鉄道仰が 11体となって関

係機 1対と協議を進めていく必要がある。

既存tt停の整備につきましては、長期的にその優先lllri位

も含めて宙山地方鉄道 (株)に働きかけていく考えである。

口 今後、建設される!ドの施設や公共の人々が使用す

る施設については、41いす対応トイレをリタ‖:と 女
′‖:とに

分けて設置するようにしてはどうか。

答 施設の規模や川

途、利用状況を考慮し

て、:|∫ では、ファミリー

パーク|′ 1然体験センター

や障 lif者 ‖Iれl:プラザ

等において、りjヤLと 女

′
‖:を区別した多目的トイ

レを設置:しており、今年

度発注の宙山 !|∫ 複合

樹1411i施設にも設置する予定である。

今後、建設する公共施設について

も、利サ‖者の1人況に応じて、設 Flを

検 ,寸する考えである。

村石 篤氏
(社民 )

電停の幅が狭いために、車イスを回

転させて乗車できない電停 (県庁前 )

環状線のセントラムは

100%低 床 の車 内

:地区回整理事業について
来的には「llh日 本旅客鉄道株式会社」が対応を検討されることになる

が、今後、:|∫としても「西 |1本旅客鉄道株式会社」、「株式会社1打山

ステーションデパートJと補償交渉を行う中で、 協議していきたいと考
えている。
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平成24年度に取り壊しが予定されている

富山ステーションデパート
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中心市街地の再開発では、2月 末に竣工した総曲輪 4丁目・旅籠町

地区優良建築物等整備事業52戸、堤町通り1丁目優良建築物等整備

事業96戸、平成24年竣工予定の中央通りFブロック市街地再開発事

業127戸、西町東南地区市街地再開発事業127戸が建設されると合計

402戸のマンションとな。ります。その中には、子育て支援センターを必要と

する親子の入居もあ|ります。

昼間、子どもを持つ親にとつては、子育てサロンなどに出かけて、多くの

家族連れと会うことができ、子育ての体験談も聞けるので子育ての不安の

解消になることから、子育て支援センターの開設について質問しました。

轟1子育て支援の拠点施設として、乳幼児の F育て相談、小
。中学生の

相談、子育てサロン、様々な相談を実施する
「
育て支援センターを、

再開発ビルに開設してはどうか。

答 城址公園の整備に :………北日本新聞 2010年 1月 28日 ……・・

伴い、子育て支援センタ

ーや中央児童館、少年

補導センターも移転しな

ければならないが、こ

れらの施設等が連携し、

子育てへの支援を図る

ことは、極めて重要であ

り、「lj民の利用しやすい

施設の在り方や移転先

について、様々な視点

から検討を進める。
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富山大和跡地再 開発 について
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再開発が計画されている富山大和跡地。富山市立図書館や

2010年 2月 9日

いろんな月齢の子どもが集まる富山市子育て支援

センター。赤ちゃんが横になるスベースもある

1月 12日

2月 19日
2月 22日
3月 1日
3月 2日
3月 3日
3月 4日
3月 5日
3月 8日
3月 9日
3月 10日
3月 11日
3月 12日

3月 15日
3月 16日
3月 17日
3月 18日
3月 19日

議会報編集委員会

富山広域圏事務組合定例会

議員協議会

本会議 (提案理由説明ほか )

議案調査 日

議案調査 日

議案調査 日

本会議 (代表質問 )

本会議 (一般質問 )

本会議 (一般質問 )

議案調査 日

本会議 (一般質問 )

常任委員会 (補正分 )

本会議 (補正分の討論・採決 )

常任委員会 (経済教育 。建設 )

常任委員会 (総務・厚生 )

常任委員会 (経済教育・建設 )

常任委員会 (総務 。厚生 )

本会議 (委員長報告・質疑・

言寸論・才采決 ほか)

3月定例会で可決された主な議案

【予算案件】
◇平成22年度宮山市一般会計予算   1593億 3689万円
◇平成22年度富山市特別会計予算(19会計)1182億 5103万円

◇平成22年度富山市企業会計予算 (4会計)440億 142万円

【条例案件】

◇富山市立幼稚園保育料徴収条例の一部を改正する条例

制定の件

・平成17年 4月 の市町村合併時における調整方針に基づ

き、市立幼稚園の保育料を統一する (月 額9,000円 )

皆さまの市政に対するご意見をお問かせ下さい。

〇富山市議会社会民主党連絡先 〒930‐8510
富山市新桜町7-38電話(076)443-2153

0自  宅  〒930‐0161富山市東老田642
電話・FAX(076)436-5413

メールアドレス kb4tj2@bmaobiglobeone.jp


